
 
 

2022/9/18（第 5 版） 
神奈川県テニス協会 

大会・講習会開催時の感染拡大予防対策の基本方針 
 
(第 5 版)について 

日本テニス協会より「新型コロナウイルス感染拡大予防 JTA 公式テニストーナメント開催ガイドライン

(20220916)」が出されました。主な内容は、HeaLo システム測定期間の変更が示されました。（大会前：大会前 14
日から 7 日に短縮、大会終了後：大会後 7 日から 5 日に短縮） 
また、厚生労働省の「COCOA システム」については全数把握の方針変更により運用が終了されるとの報道があり

ました。 
これを受け第 5 版として参加者確認票の測定期間も変更いたします。（変更点は下線部） 

 
 
１． 大会開催 
１．１ 参加募集時 

参加募集に際し、以下の点を大会要項、大会プログラムで周知します。 
 感染拡大の防止のために参加者が遵守すべき事項を明確にして、協力を求める。また、これを遵守できな

い参加者には、他の参加者の安全を確保する等の観点から、大会出場や参加を取り消したり、途中退場を

求めたりすることがあり得ること 
 選手・関係者と保護者、コーチ、応援者等を区別することなく、等しく「参加者」として、全員に感染拡大予防

対策を実施し大会を開催します。（来場者の人数制限は廃止します。） 
（会場によって人数制限がある場合、報告義務がある場合には、その指示に従ってください。） 

 再度の感染拡大等のために大会が中止となる場合があること、その際の参加料の返金方法の方針 
⇒要項記載例 （添付１） 

 
１．２ 参加者の「参加者確認票」提出 
 参加者から「参加者確認票」の情報を、主催者が保存できる形で当日に提出を求めることが必要です。 
スタッフを含めて全員からの提出が必要であり、提出を拒んだ方には参加を断ることがあることを伝える。 
HeaLo システム適用大会では HeaLo システムの利用基準に従ってください。 

⇒参加者確認票 （添付２） 
 

１．３ オーダーオブプレーの工夫 
 オーダーオブプレーや呼び出し時間を選手の会場への集合時間が分散するようにする。 
 同一種目で 1 日に複数ラウンド行うことはなるべく避ける。（長時間滞在となるのを避ける） 

同一年齢枠で単複を行うことは避けられないが、待機場所で混雑しないような指導を行う 
 悪天候でその時間帯を待機とする場合は次の呼出し時間と重ならないように、時間を決めその時間帯を順

延とする。 
（例 9:00 10:30 の呼出しの場合 9:00 を待機とした場合 9:30 前後を目途に順延とする） 



 
 

１．４ 会場での感染拡大防止対策 
 当日の受付時に参加者が密になることへの防止や、安全にイベントを開催・実施するため、以下に配慮して受付

事務他を行います。 
 会場で定められた感染防止対策規則に従う。 

手洗い場、洗面所や更衣室は公営施設側の管理責任であるが、石鹸の設置や換気を確認する。 
 机、椅子、電話、コンピュータキーボード等身の回りを定期的に消毒する。 
 参加者確認票回収と大会受付はなるべく距離を離す。ダブルスについては参加者確認票回収でペアを確

認し、大会受付は 1 名だけ行くなど、混雑を避ける。 
（例 本部が 2 階にある会場では参加者確認票回収を 1 階で行い、階段での混雑を避ける） 

 受付窓口には、手指消毒剤を設置する。受付机、椅子等を消毒剤でふき取りする。 
 受付が屋内の場合には、窓を開け換気する。 
 受付け前に参加者が距離をおいて（できるだけ２ｍを目安に）並べるように目印の設置等を行う。 
 受付を行うスタッフは、マスクおよびフェイスシールドを着用する。 

（ガイドではアクリル板、透明ビニールカーテンなどでの遮蔽が求められているが、公共の会場では設置が

難しいため、受付者のフェイスシールド着用で代用します。） 
 「参加者確認票」を回収する。 忘れた参加者にはその場で記入させ、体温を測定する。（非接触型の体温

計があると望ましい） 
発熱や軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある人は欠場し、帰宅するように呼び掛ける。 

 参加者確認票で当日朝に体温を測定するように指示しているため、会場で改めて全員の体温測定を行わ

なくてもよい。（非接触型体温計の精度では完全に発見できないこと、および測定のための混雑を避けるた

め） 
ただし、受付での体温測定が義務付けられている会場では行ってください。 

 選手を集めての説明、プレマッチミーティング等はなるべく行わない工夫をする。 
 会場設営時および各試合終了後に、各コートのベンチ、スコアボード、出入り口の取手を消毒する。 ただ

し、試合数が多い場合やスタッフの人数が十分でない場合は各コートに消毒液、雑巾を置き、選手に消毒

を依頼しても良い。 
 対戦票バインダーおよび鉛筆は返却される都度消毒する。 
 「LINE コロナお知らせシステム」（添付３）用「感染防止対策取組書」を掲示し、LINE を利用している出場

者、来場者にＱＲコードを読み込み、登録するように呼びかける。 
来場者全員（選手、観客他）に対する注意事項（添付４）を掲示し、遵守を呼びかける。 

  



 
 

１．５ 大会スタッフの対策 
 来場者全員（選手、観客他）に注意事項を遵守するように呼びかける。 
 スタッフ間でお互いに２ｍ以上の距離を保つ。（屋内外） 
 常にマスクを着用する。（受付時にはフェイスシールドも着用する。） 
 ロービングアンパイアは常にマスクを着用する。フェイスシールドは希望する場合に着用してよい。 
 定期的に手を洗い消毒する。 
 終了後に持ち帰りされなかったゴミを回収する。その際はマスク、手袋を着用すること。 
 「参加者確認票」を提出する。該当する症状が一つでもあった場合は、大会本部に欠席の連絡をし、必要に

応じ医師の診断を受ける。 
 

１．６ 開催日以降の対応 
 回収した「参加者確認票」を事務局に送付する。事務局では１ヵ月間保存し、経過後は焼却破棄する。 

主催元に保管しておく場合には１ヵ月経過後は、個人情報が洩れない方法で廃棄する。 
 終了後 5 日以内に発症の連絡があった場合は、新型コロナウイルス対策担当に速やかに報告する。 

 
１．７ 大会会場でのマスク着用指針 
 2021/3/13 の神奈川県テニス協会ルール講習会でマスク着用の具体的指針が示されました。 

 
スタッフ 常時マスク着用 

選手  

試合コート入場 入場からベンチに着くまでマスク着用 

ウォームアップ～試合終了 マスクは任意（ただし、熱中症に注意） 

トイレットブレイク マスク着用 

試合中に主審・レフェリーと

会話 

選手は任意、主審・レフェリーはマスク着用 

MTO 判断・手当の間 選手もマスク着用 

退出 ベンチでマスクを着用した後に退出 

団体戦の開始・終了時挨拶 距離をとってならびマスク着用 

ベンチコーチ マスク着用 

主審（CU、SCU） プレマッチ時はマスク着用、ウォームアップ～試合終了までマスクは任意、 

ただし選手やレフェリーとの会話時はマスク着用 

LU、RU、BP 常時マスク着用 

 2022/5 に厚生労働省「新型コロナウイルス感染症対策 屋外・屋内でのマスク着用について」が発表されま

したが、日本テニス協会からは特に指示は出ておりませんので、コート内では上記のとおりとします。ただ

し、夏期の大会に於いては熱中症リスクを考慮し対応ください。 
コート外では厚生労働省ガイド（屋内ではマスクの着用を推奨します。なお、屋外では会話をほとんどしない

場合や会話をする場合でも人との距離（２ｍ以上を目安）が確保できる場合はマスクを着用する必要はあり

ません。）に従ってください。 
  



 
 

２．講習会開催 
２．１ 参加募集時 

参加募集に際し、以下の点を大会要項、大会プログラムで周知します。 
 感染拡大の防止のために参加者が遵守すべき事項を明確にして、協力を求める。また、これを遵守できな

い参加者には、他の参加者の安全を確保する等の観点から、大会出場や参加を取り消したり、途中退場を

求めたりすることがあり得ること 
 今後の感染再拡大等のために講習会が中止となる場合があること、その際の参加料の返金方法の方針 
⇒要項記載例 （添付１） 

 
２．２ 参加者の「参加者確認票」提出 
 参加者から「参加者確認票」の情報を、主催者が保存できる形で当日に受付まで提出を求めることが必要です。 
スタッフを含めて全員からの提出が必要であり、提出を拒んだ方には参加を断ることがあることを伝える。 

⇒参加者確認票 （添付２） 
 
２．３ 会場での感染拡大防止対策 
 当日の受付時に参加者が密になることへの防止や、安全にイベントを開催・実施するため、以下に配慮して受付

事務他を行います。 
 会場で定められた感染防止対策規則に従う 

手洗い場、洗面所は公営施設側の管理責任であるが、石鹸の設置や換気を確認する。 
 机、椅子、ホワイトボード等を消毒剤でふき取りする。 
 間隔をあけて着席できるように目印を置く。 
 オンコート実習の際には講師、参加者相互間の２ｍ以上の距離の確保を呼びかける。 
 講習会の開始から終了まで窓を開け換気する。 
 受付窓口には、手指消毒剤を設置する。 
 参加者確認票回収と受付けはなるべく距離を離す。 

（例 参加者確認票回収をロビーや廊下で行い、受付は室内入口で行う 等） 
 受付け前に受講者が距離をおいて（できるだけ２ｍを目安に）並べるように目印の設置等を行う。 
 受付を行うスタッフは、マスクおよびフェイスシールドを着用する。 

（ガイドではアクリル板、透明ビニールカーテンなどでの遮蔽が求められているが、公共の会場では設置が

難しいため、受付者のフェイスシールド着用で代用します。） 
 「参加者確認票」を回収する。 忘れた選手にはその場で記入させ、体温を測定する。（非接触型の体温計

があると望ましい） 
発熱や軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある人は欠席し、帰宅するように呼び掛ける。 

 参加者確認票で当日朝に体温を測定するように指示しているため、会場で改めて全員の体温測定を行わ

なくてもよい。（非接触型体温計の精度では完全に発見できないこと、および測定のための混雑を避けるた

め） ただし、受付での体温測定が義務付けられている会場では行ってください。 
 「LINE コロナお知らせシステム」（添付３）用「感染防止対策取組書」を掲示し、LINE を利用している参加

者にＱＲコードを読み込み、登録するように呼びかける。 
 来場者全員（選手、観客他）に対する注意事項（添付４）を掲示し、遵守を呼びかける。 

 
 



 
 

２．４ 講習会スタッフの対策 
 来場者全員に注意事項を遵守するように呼びかける。 
 スタッフ間でお互いに２ｍ以上の距離を保つ。（屋内外） 
 常にマスクを着用する。（受付時にはフェイスシールドも着用する。） 
 机、椅子、電話、コンピュータキーボード等身の回りを定期的に消毒する。 
 定期的に手を洗い消毒する。 
 終了後に持ち帰りされなかったゴミを回収する。その際はマスク、手袋を着用すること。 
 「参加者確認票」を提出する。該当する症状が一つでもあった場合は、大会本部に欠席の連絡をし、必要に

応じ医師の診断を受ける。 
 
２．５ 開催日以降の対応 
 回収した「参加者確認票」を事務局に送付する。事務局では 1 か月保存し、経過後は焼却破棄する。 
 終了後 5 日以内に発症の連絡があった場合は、新型コロナウイルス対策担当に速やかに報告する。 

 
３．会場で、新型コロナウイルス感染症の症状（疑わしい症状）が発生した場合の対応 
 会場管理者に連絡し、地元保健所への連絡を依頼する。  
 発症が疑われる参加者の近く（２ｍ以内）にいた参加者に対し、感染の疑いを伝え、会場から退出してもら

い、「新型コロナウイルス感染症専用ダイヤル」に連絡し指示に従うように伝える。 
    電話：０４５－２８５－０５３６、 ０５０－１７４４－５８７５ 

 発症が疑われる参加者のいた部分、その周辺を消毒し、使用禁止とする。 
 事務局に状況を連絡する。 以降の対応は事務局が引き継ぐ。 

 
 
４．その他 
４．１ 各委員会に準備いただきたいもの 
 消毒剤、予備用マスク、雑巾、使いすて手袋等の消耗品 

４．２ 事務局で準備提供するもの 
 受付け者用のフェイスシールド、会場での掲示ポスター、非接触型体温計 
 各大会、講習会で必要な、フェイスシールド、非接触型体温計その他の数量は別途事務局から用紙をお送

りしますので、記入し返送ください。 
４．３ 会場管理者に提出が必要な資料 
 各会場によって提出必要資料が異なります。現時点では未定／不明の会場がありますが、添付５）会場利

用時提出資料一覧、各会場 HP を参考に準備段階からの対応をお願いします。 
以上 

 
神奈川県テニス協会 新型コロナウイルス対応担当 

日下啓二、笠野順一、渋谷嘉一 

office@kanagawa-tennis.jp 



 
 

以下の文例を、募集要項、大会プログラムに記載ください。 
＜大会要項・大会プログラム＞ 
ｎ．新型コロナウイルス感染拡大防止のお願い 

（１）１週間前から当日までに以下に該当する方は自主的に参加を見合わせてください。  
会場で以下に該当することが判明した場合には、出場を取消し、退場いただく場合があります。 
 平熱を超える発熱 
 咳（せき）、のどの痛みなど風邪の症状 
 だるさ（倦怠（けんたい）感）、息苦しさ（呼吸困難） 
 嗅覚や味覚の異常 
 体が重く感じる、疲れやすい等 
 新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触がある 
 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる 
 過去 7 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又

は当該在住者との濃厚接触がある 
 その他新型コロナウイルス感染の症状がある 

（２）会場に来場する選手・関係者と保護者、コーチ、応援者等を区別することなく、等しく「参加者」として、全

員に感染拡大予防対策を実施し大会を開催します。 
（３）参加者は当日「参加者確認票」に自宅で記入・検温し受付に提出ください。 

参加者確認表を事前に用意できない方は、自宅で検温し会場に用意した本票に必要事項を記載して提

出ください。 提出いただけない場合には参加をお断りする場合があります。 
（４）大会会場では以下の事項を遵守ください。 

 会場で定められた感染防止対策規則に従ってください 
 LINE を利用されている方は「LINE コロナお知らせシステム」ポスターの QR コードを読み込みシス

テムに登録ください 
 こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒をしてください 
 受付時は２ｍ以上の距離をおいて並んでください 
 観覧席では距離をおいて座り、大きな声での会話は慎んでください 
 屋内ではマスクの着用を推奨します。（屋外では会話をほとんどしない場合や会話をする場合でも人

との距離（２ｍ以上を目安）が確保できる場合はマスクを着用する必要はありません。） 
 ゴミ、空き瓶、空き箱等は必ず持ち帰り下さい 
 自分の試合が終了したら直ちに退出ください 

（５）試合中は以下の事項を遵守ください。 
 試合中のマスク着用／非着用は個人の判断としますが、熱中症のリスクがありますので、息苦しさを

感じたらすぐに外してください 
 ポイントとポイントの間は対戦相手、ダブルスパートナーと２ｍ以上の距離を確保してください 
 チェンジエンドの際は対戦相手、ダブルスパートナーと２ｍ以上の距離を確保してください 
 ラケット、試合ボール、自分のタオルなどプレイに必要なもの以外には手でふれないでください 
 つばや痰をはくことはひかえてください 
 試合の始めと終わりの挨拶は距離を保って握手でない方法で行ってください 

（６）開催日後 5 日以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合、あるいは発症した方の濃厚接触者であ

ることが判明した場合には、神奈川県テニス協会事務局まで速やかに報告ください。 
（７）再度の感染拡大等のために大会が中止となる場合があることをご承知おきください。 

（ここに、参加料返金の基準を、該当委員会間で協議し記載ください）  

添付１）要項記載例 



 
 

＜講習会要項＞ 
オンコート実技あり 
ｎ．新型コロナウイルス感染拡大防止のお願い 

（１）1 週間前から当日までに以下に該当する方は自主的に参加を見合わせてください。  
会場で以下に該当することが判明した場合には、参加を取消し、退場いただく場合があります。 
 平熱を超える発熱 
 咳（せき）、のどの痛みなど風邪の症状 
 だるさ（倦怠（けんたい）感）、息苦しさ（呼吸困難） 
 嗅覚や味覚の異常 
 体が重く感じる、疲れやすい等 
 新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触がある 
 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる 
 過去 7 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又

は当該在住者との濃厚接触がある 
 その他新型コロナウイルス感染の症状がある 

（２）講習会に参加する方は当日「参加者確認票」に自宅で記入・検温し受付に提出ください。 
参加者確認表を事前に用意できない方は、自宅で検温し会場に用意した本票に必要事項を記載して提

出ください。 提出いただけない場合には参加をお断りする場合があります。 
（３）会場では以下の事項を遵守ください。 

 会場で定められた感染防止対策規則に従ってください 
 LINE を利用されている方は「LINE コロナお知らせシステム」ポスターの QR コードを読み込みシス

テムに登録ください 
 こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒をしてください 
 受付時は２ｍ以上の距離をおいて並んでください 
 指示に従い距離をおいて着席し、大きな声での会話は慎んでください 
 オンコート実技中は講師、参加者お互いに２ｍ以上の距離を確保ください 
 オンコート実技中を除きマスクを必ず着用ください 
 オンコート実技中のマスク着用／非着用は個人の判断としますが、熱中症のリスクがありますので、

息苦しさを感じたらすぐ外してください 
 ゴミ、空き瓶、空き箱等は必ず持ち帰り下さい 

（４）開催日後 5 日以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合、あるいは発症した方の濃厚接触者であ

ることが判明した場合には、神奈川県テニス協会事務局まで速やかに報告ください。 
（５）再度の感染拡大等のために講習会が中止となる場合があることをご承知おきください。 
 

  



 
 

オンコート実技なし 
ｎ．新型コロナウイルス感染拡大防止のお願い 

（１）1 週間前から当日までに以下に該当する方は自主的に参加を見合わせてください。  
会場で以下に該当することが判明した場合には、参加を取消し、退場いただく場合があります。 
 平熱を超える発熱 
 咳（せき）、のどの痛みなど風邪の症状 
 だるさ（倦怠（けんたい）感）、息苦しさ（呼吸困難） 
 嗅覚や味覚の異常 
 体が重く感じる、疲れやすい等 
 新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触がある 
 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる 
 過去 7 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又

は当該在住者との濃厚接触がある 
 その他新型コロナウイルス感染の症状がある 

（２）講習会に参加する方は当日「参加者確認票」に自宅で記入し受付に提出ください。 
参加者確認表を事前に用意できない方は、自宅で検温し会場に用意した本票に必要事項を記載して提

出ください。 提出いただけない場合には参加をお断りする場合があります。 
（３）会場では以下の事項を遵守ください。 

 会場で定められた感染防止対策規則に従ってください 
 LINE を利用されている方は「LINE コロナお知らせシステム」ポスターの QR コードを読み込みシス

テムに登録ください 
 こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒をしてください 
 受付時は２ｍ以上の距離をおいて並んでください 
 指示に従い距離をおいて着席し、大きな声での会話は慎んでください 
 マスクを必ず着用ください 
 ゴミ、空き瓶、空き箱等は必ず持ち帰り下さい 

（４）開催日後 5 日以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合、あるいは発症した方の濃厚接触者であ

ることが判明した場合には、神奈川県テニス協会事務局まで速やかに報告ください。 
（５）再度の感染拡大等のために講習会が中止となる場合があることをご承知おきください。 
 

  



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【注意】２日目以降は氏名一覧表を作成し、そこに体温を記入する大会もあるが、県主催大会では開催日毎に纏め

て保管する必要があるため、都度本票を提出させてください。 

添付２）参加者確認票 



 
 

 
 
神奈川県が開発した LINE を利用した感染発生時に同じ会場にいた関係者を把握するシステムです。 
① 「感染防止対策取組書」を会場に掲示します。 
② QR コードを来場者（選手、付き添い、観戦の全員）が読込むとシステムに登録されます。 
③ 登録した方が感染した場合には、同時期に来場されていた方に LINE メッセージが送られます。 

メッセージを受け取った方は、体調管理に注意するとともに、体調悪化時にはメッセージに記載された連絡先

に電話することでスムーズな対応が受けられます。 
 
各会場の感染防止対策取組書の取得、掲示用ポスターの作成は事務局で行い配付します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

添付３）LINE コロナお知らせシステム 

① 感染防止対策取組書（例） 

② QR コードの読込み、登録 
③ 同時期来訪者への通知 



 
 

 
 
＜LINE コロナお知らせシステム 共通：A3 横＞ 
 
  

添付４）会場掲示ポスター例 



 
 

 
＜大会会場：A3 縦＞ 
 
   注 意 事 項 

 会場で定められた感染防止規則に従ってください 

 LINE を利用されている方は「LINE コロナお知らせシステム」ポス

ターの QR コードを読み込みシステムに登録ください 

 体調が悪い場合は無理せず欠場ください 

 こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒をしてください 

 受付時は距離をおいて（２ｍを目安に）並んでください 

 全員（選手・関係者と保護者、コーチ、応援者等）が「参加者確認

票」を受付に提出ください 

 観覧席では距離をおいて座り、大きな声での会話は慎んでください 

 屋内ではマスクの着用を推奨します。屋外では近い距離で会話をす

る時はマスクを着用してください 

 試合中のマスク着用／非着用は個人の判断としますが、息苦しさを

感じたらすぐ外してください 

 インプレー中は対戦相手、ダブルスパートナーと２ｍ以上の距離の

確保を心掛けてください 

 ポイントとポイントの間は対戦相手、ダブルスパートナーと２ｍ以

上の距離を確保してください 

 ラケット、試合ボール、自分のタオルなどプレイに必要なもの以外

には手でふれないでください 

 つばや痰をはくことはひかえてください 

 試合の始めと終わりの挨拶は握手でない方法でかまいません 

 ごみ、空き箱、空き瓶等は必ず持ち帰りください 

 自分の試合が終了したら直ちに退出ください 

 今後５日以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合、あるい

は発症した方の濃厚接触者であることが判明した場合には、神奈川

県テニス協会事務局まで速やかに報告ください 

神奈川県テニス協会 

大会会場 



 
 

＜講習会会場 オンコート実技あり：A3 縦＞ 
（普及指導委員会の講習会、検定会を想定） 
 
  
  



 
 

＜講習会会場 オンコート実技なし：A3 縦＞ 
（審判委員会のルール講習会、C 級認定会を想定） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          
 
  

 注 意 事 項 

 会場で定められた感染防止規則に従ってください 

 LINE を利用されている方は「LINE コロナお知らせシステ

ム」ポスターの QR コードを読み込みシステムに登録くだ

さい 

 体調が悪い場合は無理せず欠場ください 

 こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒をしてくださ

い 

 受付時は距離をおいて（２ｍを目安に）並んでください 

 「参加者確認票」を受付に提出ください。 

 指示に従って距離をおいて着席し、大きな声での会話は慎ん

でください 

 マスクを必ず着用ください 

 ごみ、空き箱、空き瓶等は必ず持ち帰りください 

 今後５日以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合、

あるいは発症した方の濃厚接触者であることが判明した場合

には、神奈川県テニス協会事務局まで速やかに報告ください 

神奈川県テニス協会 

講習会場 



 
 

 
 
本表は県庁、各市役所の HP より調査したものです。内容の誤りや変更がありましたら事務局までお知らせくださ

い。 
 
  

添付５）会場利用時提出資料一覧 

2021/4/1現在

提出

県立スポーツ
センター

要
受付で参加者全員の体温測定が義務図けられている。指定様式に参加者全員の氏名・測定結果・
健康状態を記入し提出が必要である。　集合時間が異なる場合にはその都度作成し提出が必要で
ある。（提出頻度を午前、午後とするなど軽減策を調整中）

横浜市 不要
指定様式の利用者名簿に氏名、連絡先、健康状態を記入し代表者が１か月保管
（三ツ沢公園、本牧市民公園に確認）

川崎市 不要
再開ガイドラインに従った大会運営をおこなう。
（LINEコロナ対策ポスターおよび注意事項を掲載し遵守することで良いことを確認）

平塚市 要 指定様式に代表者が参加者全員の健康状態を確認して提出（個々の氏名記入なし）

藤沢市 要 指定様式に代表者が参加者全員の健康状態を確認して提出（個々の氏名記入なし）

茅ヶ崎市 要 指定様式に代表者が参加者全員の健康状態を確認して提出（個々の氏名記入なし）

厚木市 要 会場に備えてある用紙に代表者が当日記入の上提出

小田原市 要 指定様式に代表者が参加者全員の健康状態を確認して提出（個々の氏名記入なし）

秦野市 要 大会利用時に「感染拡大防止チェックシート 」を提出（個々の氏名記入なし）

大和市 要 指定様式に代表者が参加者全員の健康状態を確認して提出（個々の氏名記入なし）

相模原市 要
大会利用時に「相模原市スポーツ施設 新型コロナウイルス感染症対策チェックリスト  」を提出
（個々の氏名記入なし）

横須賀市 要 事前に感染対策の内容を提出（様式自由）

注） 指定様式は各会場HPからダウンロードできます

大会利用

会場利用時に提出が必要な資料



 
 

注1） 上部団体資料 
① （公財）日本スポーツ協会 「スポーツイベントの再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」 

 2021 年 11 月 5 日（改訂） 
② 神奈川県スポーツ局「事業活動に伴う新型コロナウイルス感染拡大防止対策について（依頼） 

 令和 2 年 5 月 27 日 
③ 神奈川県「業種別チェックリスト」より（集会場、展示施設等）（野球場等運動施設） 

 令和 2 年 5 月 27 日 
④ 神奈川県「LINE コロナ知らせシステム」 

 令和 2 年 5 月 27 日 
⑤ （公社）日本テニス事業協会「新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインについて」 

 令和 2 年 5 月 20 日 
⑥ 新型コロナウイルス感染拡大予防 JTA 公式テニストーナメント開催ガイドライン 

 2022 年 4 月 1 日（改訂） 
⑦ 厚生労働省「新型コロナウイルス感染症対策 屋外・屋内でのマスク着用について」 

 2022 年 5 月 
⑧ 新型コロナウイルス感染拡大予防 JTA 公式テニストーナメント開催ガイドライン(20220916) 

 2022 年 9 月 16 日 


